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二
十
世
紀
は
、
ラ
イ
ト
兄
弟
に
始
ま
っ
た。

一九
O
三
年
、
ア
メ
リ
カ
で
世
界
最
初
の
動
力
飛
行
が
実
現
し
て
以
来
、
最
新
鋭
の
超

音
速
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客

機
の
航
行
に
歪
る
ま
で
、
今
世
紀
は
ま
さ
に
航
空
機
発
達
の
時
代
で
あ
っ
た

。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
航
空
輸

送
の
基
盤
と
も
い
え
る
空
港
の
発
展
に
も
、
ま
た
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

航
空
機
の
離
着
陸
の
場
か

ら
、
文
明
と
文
明
と
の
出
会
い
の
場
へ
、
さ
ら
に
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
国
際
交
流
の
場
へ
と
変
遷
を
遂
げ
、

そ
の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い

。

こ
の
延
長
上
に
未
来
の
空
港
像
を
考
え
る
時
、

二
十

一世
紀
の
空
港
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か

。

大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
！
ム
は
今
回、
建
築

家
・
菊
竹
清
訓
氏
の
監
修
の
も
と
に
、
わ
が
国
の
新
し
い
空
港
像
と
し
て
、
水
深

一0
0
メ
ー
ト
ル
の
沖
合
に

お
い
て
、
一
一十
四
時
間
稼
働
型
の
海
上
空
港
都
市
の
建
設
に
挑
戦
し
た

。
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海上空港・都市部想定図



一、

海
上
空
港
時
代
の
幕
開
け

わ
が
国
に
お
け
る
、
近
年
の
航
空
輸
送
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
。

国
際
旅
客
数
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
に
は
約
三
八O
万
人
で
あ
っ

た
も
の
が
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
は
一
、
五O
O
万
人
を
超
え
た
。

ま
た
国
際
貨
物
量
は
、
同
時
期
に
二
万
ト
ン
か
ら
七
三
万

ト
ン

へ
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も
日
本
に
発
着
し
た
数

回
一
早

d

旅
客
数
は
出
入
同
の
合
引）。
首
都
圏
て
は
、
新
東
京
国
際
空

港
の
建
設
や
羽
田
雫
港
の
拡
張
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
二
十
一

世
紀
に
は
ピ
ジ
、
亦
ス
・
文
化
交
流
・
観
光
な
ど
多
分
野
に
わ
た
り
、

さ
ら
に
国
際
間
の
航
空
輸
送
需
要
の
増
大
が
予
想
き
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
京
の
よ
う
に
過
密
化
し
た
大
都
市
で
は
、
新
た
な
国

際
空
港
用
地
を
近
郊
に
確
保す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る。

ま
た
、
市
街
地
近
郊
で
は
、
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
周
辺
環
境
の

破
壊
、
騒
音
公
害
な
ど
の
社
会
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

・国際空港施設デッキ下部利用図
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こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
、

二
十

一
世
紀
の
空
港
像
を
考
え
る

ジ
ネ
ス
や
学
術
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
を
そ
の
周
辺

で
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
高
度
情
報
産

時
、
も
っ
と
も
可
能
性
の
あ
る
立
地
は
、
海
上
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

幸
い
、
わ
が
国
の
大
都
市
の
多
く
は
、
沿
岸
部
に
位
置
し
て
い
る
。

海
上
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
制

約
を
受
け
な
い
利
点
か
ら
も
、
海
上
空
港
こ
そ
未
来
空
港
に
ふ
さ

わ
し
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

業
時
代
の
工
業
製
品
は
小
型
・
軽
量
化
が
進
み
、

都
合
が
よ
い
。

航
空
輸
送
に
も

こ
の
よ
う
な
都
市
機
能
を
備
え
た未
来
型
の
国
際
空
港を
新
た

に
建
設
す
る
に
は
、
わ
が
国
の
大
都
市
近
辺
で
は
海
上
を
お
い
て

な
ど
の
先
進
諸
国
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
上
空
港
プ
ラ
ン
が

提
案
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
世
界
の
大
都
市
に
共
通
の
背

景
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

他
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
今
回
、
世
界
最
初
の
、
都
市
機

能
を
有
す
る
海
上
国
際
空
港
の
建
設
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
た
。
二

十
一
世
紀
の
国
際
化
時
代
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
海
上空
港
都
市
H

『
パシ
フ
ィ
ッ
ク
エ
ア
ポ
ー
ト
幻
』
の
提
案
で
あ
る
。

一
方
、
空
港
内
体の
機
能
が
、
近
年
、
大
き
な
変
化
を
見
せ
て

い
る

。
世
界
一
の
広
さ
を
誇
る
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ラ
ス
・
フ
ォ
！
ト

ワ
l

ス
空
港
は
、
空
港
を
核
と
し
て
、
周
凶
仁
ピ
ジ
、
糸
ス
・
文
化
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
さ
ら
に
は
住
宅
地
が
広
が
り
、
ひ
と
つ

二
、
海
上
空
港
都
市
吋
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

l

ト
幻
L
建
設
構
想

エ
ア
ポ

の
都
市
を
形
成
し
て
い
る
。
特に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

シ
ョ
ン
（
集
ム
今
占
機
能
で
あ
る
。
空
港
が
核
に
な
れ
ば
、
同
際
ビ

a
v海
よ
空
港
の
立
地

コ
ン
ペ
ン

海
上
空
港
t

は
、
滑
走
路
を
始
めと
し
た

空
港
施
設
が
、
陸
地
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か
ら
独
立
し
た
空
港
で
あ
る
。
沿
岸
部
の
埋
立て
な
ど
に
よ
る
臨

海
空
港
と
は
、
形
状
か
ら
区
別
さ
れ
てい
る

（ち
な
み
に
、
大
阪

湾
仁
建
設
中
の
関
西
岡
際
空
港
は
海
上
空
港
の
一
形
態
、
で
あ
り
、

末
京
湾
の
東
京
国
際
空
港
グ
羽
田
。
は
臨
海
空
港
で
あ
る）。

そ
こ
で
、
海
上
に
大
規
模
な
空
港
を
建
設
す
る
に
は

、

立
地
が
重

要
な
課
題
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
地
理
条
件
、
気
象
・
海
象
条

件
な
ど
か
ら
首
都
圏
沿
岸
部
全
般
を
検
討
し
、
候
補
地
と
して
茨

城
県
・
鹿
島
灘
沖
、
神
奈
川
県
・
相
模
湾
、
東
京
湾
内
、
そし
て

千
葉
県
・

布
良
沖
を
選
定
し
た
。
さ
ら
に
、
新
東
京
国
際
空
港
や

羽
田
空
港
と
の
管
制
上
の
問
題
、
市
街
地
へ
の
さ
ま
、
ざ
ま
な
影
響
、

そ
し
て
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
布
良

の
沖
合
約
九
J
灯
地
点
を
、
今
回
の
海
上
空
港
建
設
予
定
地
と
し

た
。布

良
は
、
一
房
総
半
島先
端
部
の
洲
崎
と
野
島
崎
の
中
間
に
位
置

し
、
黒
潮
の
影
響
を
受
け
て
気
候
温
暖
な
地
で
あ
る。

そ
の
沖
合

は
太
平
洋
で
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
波
高
も
比
較
的
大
き
く
、
ま

た
風
も
強
い
太
平
洋
側
特
有
の
海
象
で
あ
る。

し
か
し
、
海
底
勾

配
は
比
較
的
緩
や
か
で
、
海
底
上
質
は
砂
が
主
体
、
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
規
模
な
海
底
地
盤
工
事
の
必
要
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

布
良
沖
に
空
港
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

域
を
海
L
L
に
設
｛
疋
で
き
る

－

飛
行
ル
l

卜
を
陸
地
に
か
か
ら
ず
に
設
定
で
き
る
の
で
、
騒
音

－

東
京
湾
岸
道
路
（
建
設
中
）
と
、
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
高
速
道
路
を

建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
ま
で
一O
O
J
灯
程
度
で
結
ぶ

』
と
が
で
き
る

－
海
k

ル
l

ト
の
利
川
に
よ
り
、
東
京
間
岸
の
大
型
開
発
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
（
必
張
新
都
心
、
都
卜
三
ロ
ゲ
埋
立
て
地
、
み
な
と
み
ら

い
紅
な
E

）
に
、
爪
接
ア
ク
セ
ス
、
で
き
る

－
海
上
ル’l
ト
に
よ
り
、
汁
都
闘
周
辺
の
代
ぷ
的
な
観
光
リ、ゾl

卜
地
（
南
房
総
、
三
浦
市十
島
、
熱
海
・

新
制
、
伊
豆
千
島
なE
）

へ
の
い
爪
接
的
な
来
り
入
れ
が
可
能
t

な
る

－

小
川h
機
の
利
川
に
よ
り
、
東
京
を
小
心
に環
状
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
先
端
陀
業
や
研
究
・

学
問
、リノ
1

ン
（
卜
総
研
究

山
…
f
r悶
都
市
、

成
凹
臨
空
工
業
同
地
な
ど
）
の
同
際
性
の
強
い
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
に
都
A
nが
よ
い
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あ
る
。
と
り
わ
け
今
阿
の
計
画
で
は
、
国
際
空
港
の
構
造
は
コ
ン

ク
リ
l

ト
製
の
ケ
ー
ソ
ン
t

タ
ワ
ー
か
ら
成
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
l

ム
を
連
続
し
て
並
べ
た
も
の
で
あ
り
、
デ
ッ
キ
と
海
面t
の
間
に

巨
大
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
、
で
き
る
利
点
が
あ
る

。

こ
れ
を
積
極
的

に
活
用
し
、
多
層
型
の
空
港
都
市
を
め
、
ざ
し
た
。

①
二
十
四
時
間
タ
ウ
ン

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
？
と
し
て
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

デ
ッ
キ
の

下
に
「
二
十
四
時
間
タ
ウ
ンL
を
建
設
す
る
。
こ
こ
は
通
関
手
続

－

首
都
圏
の
外
郭
都
市
に
小
型
機
空
港
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、

小
型
機
や
コ
ミ
ュ
1

タ
ー
に

よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
や
す
い

な
ど
を
挙
げ
る

こ
と

が
で
き
る
。

な
お

、

布
良
沖
九
J
U
の
水
深
は
、
約
一
O
O
M
で
あ
る
。
こ

れ
ほ
ど
の
深
さ
で
の
大
規
模
な
海
洋
構
造
物
の
建
設
は
、
世
界
で

も
類
を
見
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
今
岡
、
未
来
空
港
へ
の
ア
プ
ロ
l

チ
t

い
う
意
味
も
こ

め
て

、

あ
え

て
水
深
一
0
0
μ
で
の
海
上
空

港
建
設
に
挑
戦
し

た
。

A
V海
上
空
港
都
市
の
概
要

今
回
計
画
し
た
海
上
空
港
都
市『
パシ
フ
ィ
ッ
ク

エ
ア
ポ
！

ト
幻
』

は
、
メ
イ
ン
の
国
際
空
港
と
付
帯
施
設
か
ら
成
っ
て
い
る
。

国
際
空
港
は
、
外
洋
上
空
か
ら
接
近
す
る
旅
客
機
か
ら
見
る
と
、

数
百
本
の
柱
仁
支
え
ら
れ
た
海
の
古
代
遺
跡
か
、あ
る
い
は
未
知

の
惑
星
で
出
会
う
宇
宙
船
の
基
地
の
よ
う
に
思
え
る
だ
ろ
う
。
海

洋
構
造
物
の
利
点
を
生
か
し
、
純
粋
な
機
能
形
態
を
追
求
し
た
結

果
、
そ
こ
に
は
今
ま
で
に
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
海
上
空
間
が
誕

生
し
た
。

機
能
的
に
は
、
離
着
陸
用
の
滑
走
路
を
、
互
い
に
影
響
し
合
わ

な
い
距
離
を
あ
け
て
分
離
し
た。

そ
れ
ぞ
れ
長
さ
四
、
0
0
0
μ

の
専
用
滑
走
路
で
あ
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
’は
、
両
滑
走
路
の
中
間
仁
、

直
交
す
る
形
の
構
成
と
し
た
。
こ
れ
は
、
着
陸
か
ら
ター
ミ
ナ
ル

へ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
離
陸
へ
と
い
う
動
線
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
、

同
時
に
、
将
来
の
拡
張
に
も
対
応
で
き
る
形
状
で
あ
る。

き
ら
に

海
洋
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
にt
ど
め
る
た
め
、
平
面
的
な
広

が
り
よ
り
も
、
多
層
構
造
を
採
用
し
た

。
上
部
デ
ッ
キ
は
滑
走
路

エ
リ
ア
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で

あ
り
、
格
納
・

修
司
機
能
な
ど
は
す
べ
て
下
部
デ
ッ
キ
に
配
置
し

た
。
後
に
詳
し
く
述
ぺ
る
が
、
下
部
デ
ッ
キ
に
は
都
市
機
能
や
ア

ク
セ
ス
別
の
諸
施
設
も
納
め
て
あ
る。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
際
宅
港
の
上
部
デ
ッ
キ
部
分
の

A

印
棋
は
約

五
七
二
万
千
万
灯
と
な
る
。

こ
れ
は
後
楽
同
球
場
の
山O
O
倍
程

皮
の
規
模
で
あ
る。

レ
ジ
ャ
ー
リ
、
ゾl
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド

一
点
、
付
帯
施
設
と
は
、

と
都
会
的
雰
阿
気
を
も
っ
ア
ー
バ
ン・ア
イ
ラ
ン
ド
、
中
小
刑
t機

き
を
必
要
と
せ
ず
、
海
外
t

の
自
由
な
交
流
を
凶
る
山
切
で
あ
り
、

山
南
港
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
て
拙
か
れ
た
世
界
の
縮
阿
と
も
い
え
る

。

そ
の
小
心
と
な
る
の
は
二
卜
問
時
間
プ
ラ
、
ず
で
あ
る
。見
本
市

会
場
、
国
際
会
議
場
、ホ
ー
ル
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
劇
場
、
商
業
施
設
、
図
書
町
な
ど
が
二
十
四
時
間
体
制

で
稼
働
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
や
ピ
ジ
、
不
ス
活
動
を
注
統
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
叶
一
界
各
地
か
ら
さ
ま
、
ざ
ま
な
時
間
仁
訪
問
す
る

存
に
対
し
、
絶
え
ず
情
報
を
提
供
す
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
叶
一
界
各
地
か
ら
来
る
人
々
が
そ
の
場
で
文
化
交
流
や
ピ
ジ
、
不

ス
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
な
、
海
上
の
人
工
環
境
を
創

造
し
た
。

さ
ら
に
将
来
的
仁
は
、
生
活
サ
イ
ク
ル
を
円
分
、
て
調
節

す
る
職
業
の
人
々
（
学
者・研
究
者
、
芸
術
家

、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者

の
生
活
空
間
と
し
て
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う。

一
一卜
同
時
間
プ
ラ、

ザ
の
周
阿
に
は
、
世
界
各
地
の
ス
ク
エ
ア
を

な
ど
）

接
続
さ
せ
た

。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ス
ク
エ
ア
、
モ
ス
ク
ワ
・
ス
ク

エ
ア
、
パ
リ
・

ス
ク
エ
ア
、
リ
オ
デ
ジ
ヤ、汗
イ
ロ
・
ス
ク

エ
ア
な

ど
、
各
国
の
時
差
ご
と
に
分
け
た
ス
ク
エ
ア
で
あ
る
。
ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
の
地
域
の
金
融
出
先
機
関
なE
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
地
時
間
で
稼
働
し
て
い
る
。
空
調
、
照
明
に
よ
っ
て
季
節
や

仔
夜
を
白
向
に
演
出
し
、
現
地
の
環
境
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・
ス
ク

エ
ア
な
ら
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
気
候
、
時
刻
なE
）
を
再
現
し

て
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
な
ど
に
よ
っ
て
、

現
地
の
雰
囲
気
も
そ
の
ま
ま
表
現
し
て
あ
る。

国
際
ピ
ジ
、
汗
ス
マ

ン
が
、
時
差
の
ハ
ン
デ
を
容
易
に
克
服
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
、
各
地
の
ス
ク
エ
ア
を
し
し
子
に
利
用
し
、
睡
眠
、
食
事
な
E

の

基
本
条
件
か
ら
次
の
ピ
ジ
、
亦
ス
へ
の
準
備
態
勢
ま
で
、
こ
こ
で
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
二
十
四
時
間
タ
ウ
ン
の
総
面
積
は
約
二
O
O
万
平
方
灯
も

あ
る

。
超
高
層
ビ
ル
二
O
本
分
に
相
当

す
る
貴
重
な
都
市
空
間
が
、

海
の
錬
金
術
の
ご
と
く
に
誕
生
す
る
。

包
海
・
ヒ
工
場

滑
走
路
デ
ッ
キ
下
部
に
つ
い
て
は
、
臨
空
型
崖
業
用
の
工
場
に

利
用
す
る
。
海
上
工
場
は
、
船
舶
や
航
空
機
に
よ
る
資
材
や
製
品

の
輸
送
に
便
利
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
水
を
資
源
と
し
た
産
業
に

も
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
総
面
積
が
約
一
O
O
万
平
方
幻
あ
り
、

用
空
港
二
基
で

、

国
際
雫
港
の
管
制
に
影
響
し

な
い
海
上
に
建
設

す
る
。
レ
ジ
ャ
ー

リ
ゾ
ー
ト
・

ア
イ
ラ
ン
ド
は

国
際
空
港
へ
の
訪

問
・

滞
在
客
、
空
港
内
の
諸
施
設
ス
タ
ッフ

さ
ら
に
は

一
般
観

光
客
の
た
め
の
海
に
浮
か
ぶ
レ
ク
リエ
ー
シ
ョ

ン
施
設
と
な
る
。

例
え
ば
、
海
外
か
ら
の
訪
問
客
が
国
際
空
港
に
降
り
立
ち

、

空
港

内
の
ホ
テ
ル
’に
滞
在
し
て
ピ
ジ
、
亦
ス
や
会
議
を
行
う
際
、時
差
ボ

ケ

（ジ
ェ
ッ
ト
・

ラ
グ
）
対
策
や
息
抜
き
な
ど
に
活
用
す
る
。

方
、
中
小
型
機
用
空
港
は

、

日
本
各
地
へ
の
国
内
中
型
機
の
発
着

ゃ
、
個
人
用
小
型
機
の
時
代
の
到
来
に
備
え
た
空
港
と

し

て
機
能

す
る
。
ま
た
ア
ー

バ
ン
・
ア
イ
ラ

ン
ド
は
国
際
空
港
の
都
市
機
能

の

一部
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お

ア
イ
ラ
ン
ド

と
中
小
型
機
用
空
港
は

そ
れ
ぞ
れ
の
性

格
を
明
確
に
す
る
有
機
的
な
形
態
をモ
チ
ー
フ
と
し
、
前
者
を
巻

目
（、

後
者
を
風
に
飛
ぶ
楓
の
種
を
イ
メー
ジ
し

て
設
計
し
た
。
上

空
か
ら
の
訪
問
者
に、
心
な
ご
む
楽
し
い
印
象
を
与
え
る
こ
と

で

あ
ろ
う

。

－
国
際
空
港
の
施
設

国
際
空
港
の
下
部
デ
ッキ
に
は
、
新
し

い
試
み
’
とし
て
、
コ
ン

ペ
ン
シ
ョ
ン
と
臨
空
増
産
業
と
を
軸
と
し
た
都
市
機
能
を
導
入

し

た
。

こ
れ
は
未
来
空
港
が
、
従
来
の
空
港
機
能
を
超
え
て、

よ

広
範
な
都
市
の
核
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
前
提

t

し
た
も
の
で

ス
ヤ
ネ
ジ

ジ
レ
ピ
フ

空港を中心とした都市機能概念図長
大
で
シ
ン
プ
ル
な
空
間
は、
自
在
な
ラ
イ
ン
設
計
が
可
能
で
あ

る

。
さ
ら
に
、
保
税
工
場
の
可
能性
も
あ
る
な
ど
、
多
く
の
メ
リ

ッ
卜
が
考
え
ら
れ
る
。
産
業
と
し
て
は
、
資
源
面
か
ら
は
、
海
洋

生
物
を
培
養
し
て
金
属
や
医
薬
品
を
製
造
す
る
海
洋
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
、
ま
た
柱
と
梁
だ
け
の
理
想
的
な
空
間
の
利
用
面
か
ら
は

ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
無
人
化
と
バ
リ
エー
シ
ョ
ン

・

ラ
イ
ン
と
の
高

度
シ
ス
テ
ム
化
を
必
要
と
す
る
自
動
車
組
立
て工
場
や
、
技
術
開

発
に
よ
り
独
自
の
て
場
を
必
要
と
す
る
先
端
産
業
に
も
都
合
が
よ

く
、
リ
ー
ス
工
場t
し
て
の
機
能
性
も
高
い
。

③
そ
の
他
の
利
用

構
造
面
か
ら
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
ケ
ー
ソ
ン
や

コ

ン
ク
リ
l

卜
・
タ
ワ

l

内
部
も
高
度
利
用
を
図
る

。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ケ
ー
ソ
ン
は
、
構
造
の
項
、
て
詳
細
に
述
べ
る

一
基
が
八O
μ
四
方
も
あ
る
。

そ
の
内
部
を
、
食
糧
や
製
品

カ吉の
倉
庫
、
航
空
燃
料
な
ど
の
備
蓄
、
混
度
差
発
電
や
海
水
淡
水
化

な
E

の
各
種
プ
ラ
ン
ト
の設
置
、
海
洋
関
連
の
研
究
室
、
き
ら
に

は
海
中
レ
ス
ト
ラ
ン
や
展
望
室
な
ど
の
観
光
に
利
用
す
る
。

ま
た
、
空
港
デ
ッ
キ
を
文
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト・
タ
ワ
ー

の
内

部
に
つ
い
て
も
、
汚
水
処
理
ス
ペ
ー
ス
や
、
高
速エ
レ
ベ
ー
タ
、

各
種
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
と
し
た
。

A
V海
上
空
港
都
市
の
ア
ク
セ
ス

布
良
沖
九
キ
ロ
灯
の
地
点
に
海
上
空
港
都
市
を
建
設
す
る
際
、
陸

地
と
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
も
大
き
な
課
題
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
次
の

よ
う
な
複
数
の
方
法
を
採
用
し
た。

①
道
路
輸
送

海
上
空
港
都
市
か
ら
の
最
寄
り
の
陸
地
で
あ
る
布
良
ま
で
は
、

海
中
ト
ン
、
不
ル
を
敷
設
し
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
輸
送
を
行

う
。
布
良
か
ら
は
高
速
道
路
を
建
設
し
、
現
在
建
設
が
進
ん
で
い

る
東
京
湾
岸
道
路
の
、
不ット
ワ

I

ク
と
木
更
津
市
付
近
で
結
び
、

都
心
及
び
首
都
圏
各
地
へ
の
連
絡
を
図
る

。

9
海
上
輸
送

海
上
空
港
都
市
に
も
っt
も
ふ
さ
わ
し
い
ア
ク
セ
ス
は
、
船
舶

に
よ
る
海
上
輸
送
で
あ
る
。
特
に
、
上
総
研
究
開
発
都
市
、
幕
張

新
都
心
、
川
崎
テ
ク
ノ
ピ
ア
、
湘
南
国
際
村
な
E

の
国
際
性
豊
か

10 11 



な
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
東
京
湾
の
沿
岸
部
に
多
く
あ
る
こt

、

12 

の
空
港
で
あ
り
、
設
置
水
深
も
一O
O
M
と
大
水
深
域
を
対
象
と

し
て
い
る

。

そ
こ
で
、
も
っ
と
も
安
定
性
が
高
く
、
利
用
ス
ペl

さ
ら
に
、
地
元
の
南
房
総
を
始
め
、
大
島
、
伊
豆
、
熱
海
・

箱
根
な

E

の
代
表
的
観
光
地
に
も
海
上
を
通
れ
ば
近
い
こ
と
な、ど
か
ら
、

今
回
、
海
上
交
通
を
重
視
し
た
。

ま
た
、
小
型
航
空
機
の
需
要
が
大
幅
に
伸
び
つ
つ
あ
る。
二
十
一

世
紀
に
は
、
業
務
用
、
個
人
用
を
問
わ
ず
、
ア
メ
リ
カ
並
み
の
小

型
機
時
代
が
到
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
計
画
で

は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
国
際
空
港
と
並
ん
で
中
小
型
機
専

用
空
港
を
二
基
建
設
す
る
。
こ
こ
か
ら
地
方
都
市
や
首
都
圏
内
陸

部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
を
結
ぶ
国
内
近
距
離
航
空
路
、
コ
ミ
ュ
l

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
航
空
路
を
設
置
し
、
高
速
輸
送
を

そ
の
主
軸
と
な
る
の
は

一
、
c
o
o
l

二
、
0
0
0
人
乗
り

の
全
天
候
型
の
大
型
・
高
速
・
半
潜
水
式
双
胴
船
（
セ
ミ
サ
プ
マ

ー
ジ
プ
ル
・
カ
タ
マ
ラ
ン
）
で
あ
る
。
従
来
、
こ
う
し
た
船
は
、

乗
降
に
か
な
り
の
時
聞
を
要
し
た
が
、
こ
こ
で
は
カ
プ
セ
ル
・
コ

ン
バ
ー
ト
メ
ン
ト
に
客
を
乗
せ
て
そ
の
ま
ま
乗
降
す
る
カl
ト
リ

タ
1

航
空
路
、

図
る
。

④
鉄
道
輸
送

ツ
ジ
式
を
導
入
し
た

。
半
潜
水
式
双
胴
船
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
船
舶

と
し
て
、
近
在
用
に
は
二
O
O
i
コ
一O
O
人
乗
り
の
大
型
ホ
パ
l

ス
を
十
分
に
取
れ
る
構
造t
し
て
、
海
底
に
着
底
さ
せ
る
接
地
式

構
造
と
し
た。

①
同
際
空
港
の
構
造

従
来
の
海
上
空
港
の
構
想
で
は
、
海
面
上
の
ス
ペ
ー
ス
利
用
が

主
で
あ
っ
た
が
、
本
構
想
で
は
海
面
上
及
び
海
中
部
を
有
機
的
、

積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
特
長
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
際
空
港
は
、

重
力
式
コ
ン
ク
リ

ー
ト

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
造
形
式
を
採

鉄
道
輸
送
に
つ
い
て
は
、
空
港
か
ら
布
良
ま
で
は
道
路
と
同
様

に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
海
中
卜
ン
、
汗
ル
を
利
用
す
る。
布
良
に
、

空
港
玄
関
駅
と
も
い
え
る
新
駅
を
設
置
し
、
既
存
の
鉄
道
を
整
備

用
し
た
（
日
頁
図
参
照
）
。
こ
れ
は
、
海
底
に
恒
大
な

コ

ン
ク
リ
ー

ト

・
ケ
ー
ソ
ン
を
設
置
し
、
デ
ッ
キ
と
の
聞
を
タ
ワ
ー
で
接
続
す

ク
ラ
フ
ト
を
空
港
内
部
ま
で
直
接
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
し
、
さ
ら

に
静
岡
、
名
古
屋
な
、
ど
の
遠
距
離
都
市
向
け
に
は
新
幹
線
並
み
の

高
速
性
を
有
す
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
船
を
採
用
、
そ
し
て
航
空
貨

物
中
継
輸
送
に
は
天
候
仁
左
右
さ
れ
な
い
貯
木
艇
を
使
用
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
一一、

る
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ケ

ー

ソ
ン
及
び
タ
ワ
i

（コ

ン
ク
リ
ー
ト
・

シ
ャ
フ
ト
）
は
内
部
が
空
洞
で
あ
り
、
そ
の
ス
ペ

し
て

首
都
圏
と

結
ぶ
。

a
v海
上
空
港
都
市
の
全
体
構
造

③
航
先
に
愉
送

わ
が
問
、
て
は
現
在
、
地
方
空
港
の
整
備
と
路
線
の
増
加
が
望
ま

れ
て
い
る
。

今
後
、
ピ
ジ
、
外
ス
の
敏
速
化
が
進
む
に
つ
れ
、
，
ま
す

ま
す
地
方
路
線
へ
の
小
型
機
導
入
が
必
要
と
さ
れ
る
、
で
あ
ろ
う。

ー

ス
に
空
港
・

都
市
・

産
業
の
各
機
能
を
導
入
し

、

全
体
と
し
て

海
上
空
港
都
市
の
雄
官
辺
と

施
工

高
宥
度
・
」
口
同
付
加
価
値
型
の
海
上
空
港
都
市
を
引
回
し
た
。

建
設
技
術
面
で
は
、
重
力
式
コ
ン
ク
リート
・

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー

ム
は
す
で
に
北
海
な
E

に
お
い
て
海
底
油
田
、
海
底
ガ
ス
開
発

ト
人
型
海
洋
構
造
物
の
構
造
形
主
に
は、一
般
に
埋
立
て
方
式
、

接
地
（
同
定
）
万
式
、
浮
体
方
式
が
あ
る
。
今
回
の
計
画
で
は
、

そ
の
核
と
な
る
構
造
物
が
都
市
機
能
を
備
え
たこ
卜
問
時
間
体
制

用
な
ど
に
二
十
四
基
が
稼
働
し
て
い
る
。
そ
の
設
置
水
深
は
一
0

0
1

一
瓦O
灯
あ
り
、
近
い
将
来
、
北
海
で
は
水
深士
一四
O
灯
地

点
へ
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
技
術
的
に
も
確
立
さ
れ
て
い

子、一
一／

・宇都宮市

木栃

フ
ィ
〈

・ 前橋市

馬群

神奈 川



重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
海
上
空
港
の
建
設
。

水

深
四
メ
ー
ト
ル
に
お
け
る
巨
大
海
洋
権
造
物
の
建
設
は
、
技
術
面
か
ら
み
て
も

多
く
の
未
来
的
テ
ー
マ
を
に
な
っ
て
い
る。

国
土
が
狭
〈
海
に
固
ま
れ
た
日
本

で
は
、
今
後
こ
う
し
た
海
洋
構
造
物
の
必
要
性
が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

建設中のコンクリート・プラットフォーム想定図
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る
。
地
震
が
多
い
わ
が
国
周
辺
、
て
は
、
耐
震
設
計
が
要
求
さ
れ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
技
術
的
な
配
慮
も
行
っ
た
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
構
造
は
、
八O
灯
×
八
O
μ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
海
底
に
並
ぺ
る
。
そ
の
上
の
デ

ッ
キ
部
分
な
ど
は
鋼
構
造
とし
た
。

デ
ッ
キ
上
に
は
タ
ー
ミ
ナ
ル

ピ
ル
を
、
ま
た
下
部
デ
ッ
キ
仁
は
二
十
四
時
間
タ
ウ
ン
を
建
設
す

る
滑
走
路
エ
リ
ア
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と

よ
る
揺
れ
の
問
題
が
生
じ
る
が
、
浮
体
形
状
の
選
択
と
係
留
技
術

の
進
歩
を
加
味
し
て
、
最
適
な
方
法
を
採
る
こ
と
t

し
た
。

－
海
上
空
港
都
市
の
施
工
概
要

海
上
空
港
都
市
建
設
に
際
し
て
は
、
ま
ず
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
フ
l

チ
ン
グ
、
コ
ラ
ム
を
建
造
す
る
必
要
が
あ

る

。
そ
の
た
め
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
を
、
空
港
建
設
に
も
っ
と
も
適

し
た
布
良
近
辺
に
設
置
す
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
膨
大
な
数

一
度
に
五
十
五
基
を
同
時
に
建
造
で
き
る
よ
う

に
し
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
は
広
き
が
約
八O
万
平
方
灯
、
水
深

一
O

灯
と
し
た
。
こ
の
中
で
、
ケ
ー
ソ
ン
の
下
部
を
建
造
し
、
注
水
し

て
浮
上
、
曳
航
し
、
残
る
部
分
を
海
上
に
お
い
て
建
設
す
る。

そ
の
施
工
順
序
の
詳
細
は
、
図
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る。

量
と
な
る
の
で

、

ま
た
、
こ
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
用
敷
地
は
、
空
港
完
成
時
に
は
陸

上
支
援
基
地
と
し
て
、
港
湾
、
駐
車
場
、
駅
な
ど
に
転
換
利
用
す

る
こ
と
と
し
た

。

海
上
空
港
都
市
『
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

エ
ア
ポ
ー
ト
幻
』

の
建
設

ま
た
、
建
設
に
必
要
な
工
費
に
つ
い
て
は
、
仮
設
の
ド
ラ
イ
ド

ッ
ク
、
国
際
空
港、
中
小
型
機
用
空
港二
基
（
構
造
物
の
み
て
及

び
海
中
ト
ン
、
亦
ル
の
土
木
建
設
費
の
み
を
検
討
し
た
。

－

工
期

十
年
（
六
年
目
か
ら
一
部
供
用
開
始
）

18 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
フ

l

チ
ン
グ
（
脚
台
）
、コ
－
フ
ム

（
脚
部
）
の
組

概
要
は
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
一O
O
口
水
深
の

海
上
に
大
型
構
造
物
を
建
設
す
る
に
は
、
ま
だ
未
知
の
要
素
も
多

い
が
、
現
在
の
建
設
技
術
の
粋
を
結
集
す
れ
ば
十
分
に
可
能
で
あ

る

。
生
花
の
産
地
と
し
て
有
名
な
南

一房
総
の
海
仁
、
国
際
化
時
代

に
適
応
し
た
二
十

一
世
紀
の
空
港
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
日
は
、

そ
う
速
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

－

工
費国

際
空
港
（
五
七二
万
平
方
日
）

一O
兆
円

左ページ写真 ． 映画「翼よ／あれが巴里の灯だ」より／側）川喜多記念映画文化財団提供

み
合
わ
せ
を
下
部
構
造
と
し
、
そ
の
上
に
銅
製
デ
ッ
キ
を
乗
せ
舗

装
す
る

。
一
、アッ
キ
下
部
に
は
海
上
工
場
な
ど
の
産
業
施
設
を
建
設

す
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
に
要
す
る
数
量
は
、
次
の
と
お
り
、
で
あ
る
。

プ
ラ
ァ
トフォ
ー
ム

ア
ー
チ
ン
グ

コ
－
フ
ム

タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア

二
四
八
基

滑
走
路
エ
リ
ア

二
二
六
基

三
九
二
基

三
九
二
本

計

四
七
四
基

三
九
二
基

三
九
二
本

②
ア
ク
セ
ス
用
海
中
ト
ン
、
不
ル
の
構
造

海
上
空
港
都
市
t

陸
地
（
布
良
）
と
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
は
、
コ

ン
ク
リ

ー
ト
製
の
海
中
ト
ン
、
不
ル
と
し
た。
浮
力
を
利
用
し
、
支

持
架
台
と
係
留
索
の
併
用
に
よ
り
海
中
に
凶
定
す
る
。
そ
の
断
面

は
、
潮
流
や
波
浪
の
影
響
を
受
け
に
く
い
楕
円
形
状t
し
、
新
交

（
複
線
）
を
通
す
。
こ
う
し
た
海
中
卜
ン
、
汗
ル
は
、

通
シ
ス
テ
ム

イ
タ
リ

ア
の
メ
ッ
シ

ナ
計
画
な
ど
で
す
で
に
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

荒
天
に
も
影
響
さ
れ
な
い
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
、
実
現
性
の
高

い
方
法
と
い
え
る
。

③
中
小
型
機
用
空
港
と
ア
イ
ラ
ンド
の
構
造

国
際
空
港
t

並
ん
で
建
設
す
る
国
内
中
型
機、
小
型
機
、

ュ
l
タ
l

空
港
、
及
び
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
す
べ
て
浮
体
構
造
と
し

た
。

こ
れ
は
、
従
来
ど
お
り
海
面
ス
ペ
ー
ス
の
み
の
利
用
で
十
分

で
あ
る
こ
と
t

、
将
来
、
こ
う
し
た
海
洋
構
造
物
は
、H
本
名
地

コ
ミ
、、

の
必
要
海
域
へ
の
移
動
に
よ
っ
て
、
よ
り
機
能
性
を
発
揮
す
る
こ

と
を
芳
品
川
叫
し
た
か
ら
で
あ
る
。
浮
体
構
造
の
場
令
、
波
浪
や
風
に

四

海
上
空
港
都
市
の
工
程
と
工
費

海
上
空
港
都
市
建
設
の
工
程
は、

工
事
L
程
表
t

施
工
順
序
図

に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る。

こ
こ
で
は
、
国
際
空
港
、
中
小
型
機

用
空
港
二
基
、
及
び
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
（
海
中
ト
ン
、
不
ル
）
の
み

に
つ
い
て
検
討
し
た。

こ
れ
ら
の
工
事
仁
要
す
る
工
期
は
、
約
十

年
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
六
年
目
の
時
点か
ら
国
際
空
港
の
一
部

に
つ
い
て
は
供
肘
を
開
始
す
る
こ
t

が
で
き
る
。

中
距
離
用
空
港
（
八O
万
平
方
μ
）

小
型
機
用
空
港
（
六O
万
平
方
灯
）

九
、
0
0
0
億
円

六
、
0
0
0
億
円

仮
設
ド
ッ
ク
（
八
O
万
平
方
灯
）

一
、
0
0
0
億
円

海
中
ト
ン
、
汗
ル
（
九
キロM川
）

五
、
0
0
0
億
円

（
総
計
）

一
二
兆
一
、0
0
0

億
円

作
業
を
終
え
て

海
上
空
港
の
構
想
は
数
多
く
発
表
さ
れて
い
る
が
、
実
現
し
た

も
の
は
少
な
い
。

ま
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鋼
構
造t
し
て
こ

の
様
な
巨
大
な
も
の
は
皆
無
と
い
って
も
よ
い
だ
ろ
う
。

従
っ
て
、

こ

の
施
工
法
の
検
討
、
建
設
工
期
・
て
費
の
算
出
に
つ
い
て
は
、

推
定
の
域
を
出
な
い
も
の
も
あ
る
。

最
近
、
北
海
油
田
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

見
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
海
上
で
の
巨
大
き
は
目
を
み

は
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
数
百
基
並
ぶ
と
な
れ
ば
、
想
像
を

絶
す
る
超
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
ろ
う

。

中
小
型
機
用
空
港
は
浮
体
構
造
と
し
て
検
討
し
た
が
、当
然
の

こ
と
な
が
ら
波
浪
が
最
大
の
問
題
と
な
る
。

波
さ
え
な
け
れ
ば
、

こ
の
様
な
海
面
に
ま
だ
ま
だ
安
価
な空
港

（
人工
地
盤
）
が
出
来

る
と

思
わ
れ
、
消
波
技
術
や
浮
体
の
最
適
形
状
化
な
ど
の
一
層
の

開
発
が
望
ま
れ
る
。

航
空
輸
送
が
ま
す
ま
す
増
大
し
、
空
港
の
新
増
設
の
必
要
性
が

大
き
く
な
る
今
日
、
こ
の

『
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
エ
ア
ポ
ー
ト
幻
』

建
設
構
想
が
わ
が
国
の
未
来
空
港
を
考
える
際
の

一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
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